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立
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五
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。

い 生き生きと自ら学び，考える子

ざ 最高にやさしく，思いやりのある子

く 苦しさに負けない，たくましい子

郷土学習（母校貢献活動）
本校では，１０月の第二土曜日に郷土についての理解を深

め，誇りと関心を持たせるために，低，中，高学年別に郷土
学習を行っています。本年度からは，小・中一貫教育のさら
なる充実を目指して，吹上中学校の生徒が母校である小学校
を訪問し，合同で学習活動を行いました。
低学年は，読書ボランティアの方々から吹上地域に伝わる

民話等を学びました。そして，中学生も読み聞かせをしたり，
一緒に手遊び歌をしたりしました。
中学年は，学校周辺の公園や神社をグループでクイズを解

きながら回りました。中学生は，それぞれの場所で安全確認やクイズの出題などをしてくれ
ました。その後，伊作小に帰り，一緒に鬼ごっこなどをして遊びました。
高学年は，中学生と一緒に伊作城の空堀跡などを歩いて回り，学校ボランティアの方から

説明を聞くなどして地域の歴史について共に理解を深めました。この日は，福田さんにも学
校ボランティアとして，協力していただきました。
子どもたちは，中学生と接して，とても楽しそうでした。中学生も，穏やかな表情をして

いました。このような活動を通して，小学生と中学生の距離が縮まり，小中ギャップの解消
につながっていくと思います。
今後は，学習活動の「つなぎ」を考え，小中一緒に学力向上を図っていきます。



＜主な行事予定＞

１１月 １日（金）～７日（木）
※ 地域が育む「かごしまの教育」県民週間

保護者や家族に限らず校区内・外を問わずどなたで
も，期間中，以下の時間帯の中で何回でも学校参観が
できます。（９：５０～１５：４５）
お知り合いの方や御近所の方をお誘い合わせの上お

越しください。
多くの方の御来校をお待ちしております。

１日（金）音楽集会・読書集会，
半成人式４年，給食試食会
拡大保健委員会

２日（土）吹上地域文化祭（～３日）
５日（火）高齢者との交流（３年）
６日（水）高齢者との交流（１年）

市音楽発表会（４年）
７日（木）クラブ活動

１０日（日）吹上地域市民駅伝徒競走大会
１４日（木）委員会活動
２１日（木）クラブ活動
２３日（土）流鏑馬行事体育大会・流鏑馬奉納
２４日（日）ＰＴＡ資源回収
２８日（木）代表・児童保健委員会
２９日（金）校内持久走大会，学級ＰＴＡ
３０日（土）県ＰＴＡ活動研究委嘱公開

１２月 ５日（木）委員会活動
１２日（木）クラブ活動
１７日（火）第２回学校評議員会
１９日（木）代表・児童保健委員会
２４日（火）２学期終業式

※ 変更になる場合がありますので，各学年の週報や各
種便り等でご確認ください。

稲刈り体験
１０月９日（水），３年生が

稲刈り体験を行いました。
初めて稲刈りをする子どもも

いましたが，次第に鎌の使い方
が上手になっていました。子ど
もたちにとっては，貴重な勤労
体験になりました。
これから，生産者や食物への

感謝を忘れることなく，大切に
食べてほしいと思います。
米作りは，田植えと稲刈りだけではありません。どのよ

うな仕事があるか，詳しくは５年生の社会科で学習します。
体験が，より深まりのある知識になっていくことでしょう。
今田水田保全協議会長様や下園教育振興課長様をはじめ

協力していただいた方々に感謝します。

ＰＴＡ研修視察
９月２４日(水)にＰＴＡ研
修視察を行いました。
本年度は，城西高等学校，

焼酎蔵薩州濱田屋伝兵衛の見
学等を行いました。
一番驚いたのは，城西高校

の生徒さんの説明です。どの
学科の生徒さんも，自分の学
科の特色を分かりやすく説明

してくれました。担当の先生に話を聞くと，自分たちの
学科に対する誇りと愛校心があるから，説明が上手にな
っていくと話してくれました。
本校は，「自分の考えを持ち，伝え合い高め合う子供の

育成」という研究テーマを掲げ，日々の教育活動に取り
組んでいますが，そのゴールを見た気がしました。
お忙しい折に，研修部の皆さんを中心に，参加された

方々，誠にありがとうございました。楽しく充実した研
修視察になりました。

集団宿泊学習 (５年生)

９月２５，２６日の１泊２日，南薩少年自然の家で，５
年生が，集団宿泊学習を行いました。目標として，「時間を
守って行動する。」「積極的に助け合う。」「静と動を意識し
て行動する。」の三点を掲げて臨みました。
一日目は，自然探索，カヌー体験，ナイトウォークを行

いました。
二日目は，フォトアドベンチャーを行いました。
この二日間，特に「時間を守って行動する。」ことは意識

して取り組んでいました。そして，入所式をはじめ，様々
な式の中で代表の子が，原稿を見ずにあいさつを述べてい
ました。その内容にも，態度にも感心しました。
次の週には，６年生の修学旅行がありました。５年生に

とって，この時期の集団宿泊学習はリーダーの引継ぎの始
まりでもあります。この２日間で，時間厳守，あいさつ，
友達との助け合いなど，たくさんのことを学びました。伊
作小学校のリーダーとして，今後の学校生活に生かしてく
れると思います。

修学旅行(６年生)

６年生が，１０月２日（水）から１泊２日で熊本県で多
くの学習をし，思い出を作りました。当初，台風が接近し
ており，開催すら危ぶまれていましたが，無事に実施する
ことができました。
一日目，阿蘇ファームランド，八千代座，山鹿温泉。
二日目，熊本城，二の丸広場，熊本市内自主研修…。
子どもたちにとって，自主研修が一番心に残ったようで

す。自分たちで調べ，計画を立て，そして実践する。どの
グループも，目的を達成し，成就感に満ちていたことでし
ょう。きっと，大きな自信につながったことと思います。
修学旅行は，大人になっても覚えているものです。大人
になって，再会したときに話題になることでしょう。
旅行会社の方々から，公共の場におけるマナーやモラル

も素晴らしかったと誉められました。
これからも，学校のリーダーとしての自覚を更に深め，

結束した取組に期待します。

吹上地域市民運動会
１０月１３日（日），吹上地

域運動会が行われました。こ
のような運動会は，他校区の
子どもたちとも接するいい機
会だと思います。
子どもたちは，かけっこや

スポーツ少年団紹介，長縄跳
び，総合リレーなど，元気い
っぱいに活動していました。
今回の優勝は吹上地区でし

た。吹上地域の幼児から大人
まで，スポーツの秋を楽しん
でいました。
子どもたちにとっても，運

動を楽しむと同時に地域の一
員という気持ちを育む一日に
なったことと思います。


